『社会関係研究』第19巻第2号　表紙、奥付、裏表紙 by 熊本学園大学社会関係学会
熊本学園大学　機関リポジトリ
『社会関係研究』第19巻第2号　表紙、奥付、裏表
紙
著者 熊本学園大学社会関係学会
雑誌名 社会関係研究
巻 19
号 2
発行年 2014-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1113/00000276/
The Study of Social Relations
第19巻　第２号／2014年３月
論　文
研究ノート
フォーラム
メゾ・マクロ領域のソーシャルワーク実践に向けたスーパービジョンの
課題に関する一考察～介護老人福祉施設の生活相談員の業務実態と
研修ニーズを手がかりに 黒木　邦弘
フランス母子保護制度の形成における民間事業と国家政策
　―ギュスターヴ・ドロンの活動を通じて（1889～1930年）―
 岡部　造史
東南アジアデルタ農村地域における社会経済の実態調査
　―ミャンマーのデルタ地帯農村部を事例に― エイ　チャン　プイン
いのちをつなぐ、東北、熊本～3.11以降の福祉と環境を考える～
2012年６月福祉環境学フォーラム記録 編集 花田　昌宣
―熊本学園大学社会関係学会編―
論　　文
　メゾ・マクロ領域のソーシャルワーク実践に向けたスーパービジョンの課
題に関する一考察～介護老人福祉施設の生活相談員の業務実態と研修ニーズ
を手がかりに
　  …………………………………………………黒木邦弘 ………… 1
　フランス母子保護制度の形成における民間事業と国家政策
　　―ギュスターヴ・ドロンの活動を通じて（1889～1930年）―
　  …………………………………………………岡部造史 ………… 27
研究ノート
　東南アジアデルタ農村地域における社会経済の実態調査
　　――ミャンマーのデルタ地帯農村部を事例に――
　  …………………………………エイ　チャン　プイン ………… 55
フォーラム
　いのちをつなぐ、東北、熊本～３.11以降の福祉と環境を考える～
　　2012年６月福祉環境学フォーラム記録
　  …………………………………………編集　花田昌宣 ………… 87
 社会関係研究
 第19巻 第２号 2014.３
― 145 ―
執筆及び投稿に関する細則
○熊本学園大学『社会関係研究』の執筆及び投稿に関する細則
第１条　熊本学園大学『社会関係研究』（以下「本誌」という。）の執筆及び投稿については、この
細則の定めるところによる。
第２条　本誌に投稿及び寄稿する原稿は、いずれも他に未発表のものとし、完成原稿に限る。
第３条　本誌に投稿及び寄稿する原稿の本文は、いずれも原則として日本語によって表記すること
とする。
第４条　熊本学園大学『社会関係研究』の編集及び刊行に関する規程（以下「編集規程」という。）
第７条第１項第１号に定める論文の執筆要領は次のとおりとする。
　⑴　400字詰原稿用紙40枚以上60枚以内（注、参考文献を含む）
　⑵　邦文600字以内欧文300語以内の要約を添付する。
　⑶　注、参考文献は本文の後に一括して記載する。
　⑷　図、表、図版等は、すべて別紙に記し、本文中に挿入すべき箇所を指定する。
２　前項の制限枚数を著しくこえる原稿については、委員会の議を経て、受理することができる。
ただし、その掲載については分割掲載をすることがある。
３　前項の分割掲載は３回を限度とする。
第５条　編集規程第７条第１項第２号に定める研究ノートの執筆要領は、次のとおりとする。
　⑴　400字詰原稿用紙30枚以上40枚以内（注、参考文献を含む）
　⑵　欧文200語以内の要約を添付する。
　⑶　注、参考文献は本文の後に一括して記載する。
　⑷　図、表、図版等は、すべて別紙に記し、本文中に挿入すべき箇所を指定する。
第６条　編集規程第７条第１項第３号に定める判例研究の執筆要領は次のとおりとする。
　⑴　400字詰原稿用紙20枚以上40枚以内
　⑵　注、参考文献は本文の後に一括して記載する。
　⑶　図、表、図版等は、すべて別紙に記し、本文中に挿入すべき箇所を指定する。
第７条　投稿は、次の手順に従うこととする。
　⑴　執筆者氏名を抹消した投稿原稿の複写２部を委員会に提出する。
　⑵　提出の際に委員会の投稿者台帳（別記様式）に必要事項を記入し、同台帳に記載されている
原稿整理番号を複写原稿の表に転記する。
　⑶　委員会からの通知に従って投稿原稿本体を委員会に提出する。
第８条　校正は、執筆者が行い、原則として２校までとする。
２　校正時の大幅な加筆、削除、修正は認めない。
３　委員会が指定する校正期間は厳守しなければならない。
４　執筆者によって前項及び第８条第２項が厳守されない場合は、委員会は当該号への不掲載の措
置をとることができる。
第９条　投稿原稿の締切日は委員会が決定し発表する。
２　第７条第１号及び第２号の手順を完了する最終期日を締切日とする。
３　第７条第３号の手順を完了する日を原稿受理日とする。
第10条　投稿者及び寄稿者には、別刷り50部を無償で交付する。
第11条　本細則の改廃は評議員会が行う。
　　　附　　則
本細則は、平成６年４月１日から施行する。
　　　執筆者紹介（執筆順）
黒 木 邦 弘 （熊本学園大学社会福祉学部准教授）
岡 部 造 史 （熊本学園大学社会福祉学部准教授）
エイチャンプイン （熊本学園大学経済学部非常勤講師）
花 田 昌 宣 （熊本学園大学社会福祉学部教授）
熊本学園大学社会関係学会役員（2014年３月現在)
会長
総務委員
小 泉 尚 樹
藤 本 延 啓
栗 原 武 志
『社会関係研究』編集委員
花 田 昌 宣
岡 部 造 史
柳 　 政 勝
　社会関係研究
　　　　　　　第19巻 第２号
 2014年３月31日発行　
　編集・発行　熊本学園大学社会関係学会『社会関係研究』
　　　　　　　編集委員会
　　　　　　　〒862-8680　熊本市中央区大江２丁目５番１号
　　　　　　　　電話（096)364－5161㈹
　印　　　刷　よしみ工産株式会社
　　　　　　　〒804-0094　北九州市戸畑区天神１丁目13番５号
　　　　　　　　電話（093)882－1661㈹
　The Study of Social Relations, 2-5-1, Ōe, Chūō-ku Kumamoto, Japan
March, 2014／Vol. 19　No. 2
Published by
ASSOCIATION FOR THE STUDY OF SOCIAL RELATIONS
KUMAMOTO GAKUEN UNIVERSITY
The Study of Social Relations
Articles
Challenging macro/meso practices by life support advisers in nursing homes:
An empirical analysis of the training needs and actual competency
………………………………………………………………… KUROKI Kunihiro
Voluntary Associations and National Policies in the Making of the
French Maternal and Infant Welfare System: the case of Gustave Dron
　　 …………………………………………………………… OKABE Hiroshi
Note
A Study on Socioeconomic Condition of Rural Delta Region in Southeast Asia 
－The Case of Tamawwa Village, Irrawaddy District in Myanmar－
　　 …………………………………………………………… AYE Chan Pwint
Forum
Binding our lives with experiences of Tohoku and kumamoto:
Thinking the environment and wellbeing after the 3.11
Minutes of the Forum on the environment and social welfare
………………………………………………………………… Ed. by HANADA Masanori
